
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４４０３

基盤研究(B)（海外学術調査）

2015～2012

スレイマニヤ博物館収蔵の楔形文書の産地同定とティグリス河流域の地質学的研究

Provenance study of cuneiform tablets housed in Sulaimaniyah Museum and geological 
survey along the Tigris River

４０２９０２３３研究者番号：

渡辺　千香子（Watanabe, Chikako）

大阪学院大学・国際学部・准教授

研究期間：

２４４０１０１６

平成 年 月 日現在２８   ６ ２８

円    13,100,000

研究成果の概要（和文）：イラク戦争後の混乱の中、イラク南部の遺跡から数多くの粘土板文書が盗掘され、国外に流
失した。スレイマニヤ博物館は、このような粘土板を押収・救済して同館に収蔵した。本研究は、盗掘により出土地等
の考古データを失った粘土板胎土に対して化学・物理・生物学的な分析を行ない、粘土板の産地同定に貢献した。粘土
板胎土と比較するため、イラクの古河川跡を掘削して堆積土サンプルを採取し、その分析を行なった。また、粘土板に
使われた胎土の供給源を解明するため、胎土に含まれる微化石を分析したところ、従来考えられてきた河川の新生堆積
物のほかに、クレイ・ピットから採掘された粘土が使われていた可能性が初めて明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Clay tablets were illegally excavated on a large scale at many archaeological 
sites in southern Iraq and smuggled out of the country in the aftermath of the Iraq War. The 
Iraqi-Kurdish authorities confiscated and saved many of these stolen tablets, which are now housed in the 
Sulaymaniyah (Slemani) Museum. Our project included chemical, physical and biological analyses of the 
material used for the tablets in order to provide data concerning their original provenance. Analysis of 
microfossils contained in the tablets revealed that the clay was sourced not only from river sediments 
but also from clay pits. Sediment samples taken from the ancient river bed were also analysed for 
comparison with the tablet clay.

研究分野： アッシリア学・文明環境史
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１．研究開始当初の背景 
 イラクでは 2003 年のイラク戦争後に、バ
グダッド国立博物館をはじめとする数多く
の文化機関が略奪の対象となった。また戦後
の混乱の中、国内に存在する無数の遺跡にお
いて、大規模な盗掘・略奪が行なわれた。ス
レイマニヤ博物館は、イラクでも治安が比較
的安定したクルド自治区にあり、イラク戦争
後に流出した文化財を可能な限り国内に留
め置くことを目指した。中でも、典型的な密
輸対象となっていた小型の粘土板文書を重
点的に保護する方針を立て、国外に流出する
おそれのあった楔形文字文書を積極的に収
集した。その結果、同博物館に収蔵される粘
土板文書は、１）クルド自治区経由で密輸さ
れそうになった文化財を国境で押収したも
の、２）隣国イラン等で売りに出されていた
粘土板を買い戻したもの、３）バグダッド国
立博物館から委譲されていた楔形文書、とい
う 3 種類に大別される。同博物館に収蔵され
る粘土板の数量は、2014 年の段階で 6000～
7000 点にのぼる。しかしながら、その大部分
は正規の考古調査で発掘されたものではな
いため、粘土板が出土した遺跡に関するデー
タが欠落している。  
 
２．研究の目的 
 本研究は、このような粘土板文書について、
粘土板の素材に使われた胎土に対して科学
的な分析を行ない、それにより産地同定を行
なうことを目指した。2011 年度から先行して
実施した研究「イラクの塩害と砂漠化の環境
史（基盤 B 一般：23310190）」では、欧米の
博物館に収蔵された出所のわかる粘土板に
ついて、産地ごとに化学・物理的分析を行な
っていたため、このデータをスレイマニヤ博
物館収蔵粘土板の特徴と比較することによ
り、粘土板の産地が推定できると考えた。 
一方、研究の前提となる粘土板胎土の供給

源について、従来の研究では、粘土鉱物の種
類からティグリス河・ユーフラテス河の沖積
粘土が使われたと考えられてきた（Thicket et 
al. 1999; Goren et al, 2011）。しかしながら、メ
ソポタミアの古文書には、河川の新生堆積物
を粘土板等の製作に使ったことを示す記録
は存在せず、逆に粘土像や土器を制作する際
には、クレイ・ピット（粘土採掘場）から粘
土 を 採 取 し た こ と が 記 さ れ て い る
（Sallaberger 1996）。本研究は、粘土板胎土の
起源についても、併せて解明していくことを
目指した。胎土が河川堆積物に由来する場合、
ティグリス河流域とユーフラテス河流域の
堆積土を識別する化学的特性の探究も重要
であると考え、そのためにイラク現地におけ
る地質学調査を行なった。 
一方、先行して行なった科研調査では、大

英博物館やエール大学収蔵の粘土板を調査
した際に、粘土板の割れた断面に珪藻やプラ
ントオパールが発見されていた。珪藻分析の
ためには、当該地域に生息する現生珪藻に関

する情報が欠かせないが、イラクの珪藻の調
査は 1970 年代を最後にほとんど行われてい
ないことがわかった。古代に生息した珪藻種
を同定するためにも、現在イラクに生息する
珪藻の基礎データを構築することは不可欠
と考え、本研究で現生珪藻の調査を併せて行
なうことにした。このように化学・物理・生
物・地質学的分析から得られた成果を通じて、
スレイマニヤ博物館収蔵の粘土板の産地同
定に貢献することが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
スレイマニヤ博物館に収蔵される粘土板の
調査ならびに地質学調査を行なうため、2012
年度と 2013 年度の二回にわたり、イラク・
スレイマニヤ県において現地調査を実施し
た。同館において、携帯型蛍光 X 線分析装置
（pXRF）を使ってオンサイトで粘土板の非
破壊分析を行ない、既に壊れている断面を有
する粘土板を選別して、サンプル採取を申請
した。許可の出た粘土板については、同館の
学芸員にサンプル採取を依頼し、文字の書か
れた面を慎重に避けて微量の試料（20～
30mg）を採取し、その分析を日本で行なっ
た。また、粘土板の表面に浮き出た黒色物質
と産地の関係を調べるため、同館の粘土板表
面から黒色物質を採取し、DNA 分析を行な
うために、野外調査で黒色に変色した岩石を
採集した。現生珪藻の調査は、ティグリス河
の支流から珪藻試料を採取した。 
（１）粘土板の化学・物理分析 粘土板文書
の分析として、胎土の化学組成を明らかにす
るため、主にpXRFで非破壊分析を行なった。
その他、一部の粘土板について帯磁率を併せ
て測定した。日本に持ち帰った試料に対して
は、ICP-MS を使った元素分析、ならびにス
トロンチウム・ネオジミウム・鉛の元素同位
体について分析した。粘土板胎土の組織をよ
り精密に分析するため、やや大きめの試料か
ら薄片を作り、偏光顕微鏡を使用して組織の
観察を行なった。 
（２）粘土板の胎土供給源 粘土板に混在す
る生物指標として、微化石の分析を行なった。
また、粘土板文書に記されたテキストの文献
研究を行ない、古代メソポタミアでどのよう
にして粘土板が作られていたかや、粘土の採
取に言及する文献を収集して調査した。 
（３）地質学調査 海外研究協力者と連携し、
イラク全土における古河川跡をオーガーで
掘削した。堆積土の年代測定（炭素同位体 14）
のほか、粘土板胎土に似た堆積土の有無を調
査し、また試料に含まれる生物指標分析（珪
藻）を行なった。 
（４）現生珪藻 ティグリス河の支流である
小ザブ河やタンジェロ河において、浮遊なら
びに付着型の珪藻を採取した。これらの試料
を乾燥させて輸出手続きを取り、国立科学博
物館植物研究部で種の同定を行なった。 
 
４．研究成果 



（１）粘土板の化学・物理分析 スレイマニ
ヤ博物館収蔵における粘土板調査では、第 1
回目（2013 年 3 月）に粘土板 15 枚、第 2 回
目（2014 年 2 月）に粘土板 106 枚を pXRF
で分析した。Sr－Rb ならびに Sr－Pb におい
ては試料間にあまり大きな差が出なかった
ため、PCA（主成分分析）を適用したところ、
各グループの特徴が明らかになった（図１）。 

図 1．PCA（主成分分析）結果 
胎土の薄片 15 試料を偏光顕微鏡で分析した
結果、粘土板胎土は 3 つないし 4 つのタイプ
に分かれることが明らかになった。タイプ 1
は粘土質の基質によって特徴付けられ、15 試
料中 6 試料がこのタイプに属す。このタイプ
は構成粒子の粒径分布によってさらに２つ
に分けることができる。タイプ 1a は 40% 以
下のシルト及び砂サイズの粒子を含み、タイ
プ 1b は大きめの粒子をほとんど含まない。
タイプ 2 は比較的分級の良いシルトの基質か
ら成り、わずかな量の砂サイズの粒子を含む。
15 試料中 5 試料がこのタイプに属す。タイプ
3 は粘土質の基質と砂サイズの粒子からな
るバイモーダルな粒径分布を示し、15 試料中
4 試料がこのタイプに属す（図２）。 

図２．偏光顕微鏡による粘土板胎土の組織観察 
粘土板胎土は軽希土類に富み、負の弱い Eu
異常を持つ共通したパターンを示すが、濃度
には二倍程度の違いがあり、ばらつきが大き
い。試料によって濃度は異なるが、REE パタ
ーンは変わらず、REE 濃度は胎土試料の
REE 組成と上部地殻組成の間に分布する。Y

と Zr、Al と Fe はよい相関を示し、母材の堆
積物は異なる地球化学的な特徴を有する岩
石に起源をもつ粒子の混合物であることを
示す。TiO2 濃度（0.6%）は珪長質岩として
はやや高く、クロムやニッケルを 100ppm 以
上含む苦鉄質岩的な特徴も見られる。すなわ
ち粘土板母材の堆積物後背地に花崗岩質お
よびオフィライト的な地質があった可能性
が示唆される。なお、Sr－Nd－Pb 同位体比
は試料に関わらず、非常に狭い範囲にプロッ
トされることがわかった。 
（２）粘土板の胎土供給源 タイプ１と３の
粘土板からは、保存状態の良い有孔虫の殻が
発見された（図３）。種の特定まではできな
いが、海棲の浮遊性有孔虫であることがわか 
った。二次的な再結晶や溶解がないことから、 

図３．粘土板胎土の海棲の浮遊性有孔虫 

有孔虫が二次的堆積によるものとは考えに
くい。一方、大英博物館収蔵のウンマ由来の
粘土板試料からは、コッコリス（円石藻）が
発見された（図４）。コッコリスは、海水の
表層部に分布する円石藻によって形成され
る炭酸塩鉱物でできたプレートで、死ぬとプ
レートが分解して海底に堆積する。ティグリ
ス・ユーフラテス川上流部のザグロス山脈な
どには、中生代の石灰岩が広く分布しており、
それらが侵食されてもたらされた二次的堆
積物起源である可能性が高いと考えられる。
このように、粘土板胎土に海棲微化石が発見
されたことで、粘土板に海成粘土が使用され
ている可能性が初めて明らかになった。 

図４．円石藻の殻（コッコリス）：古第三紀（およそ 6

千 6百万年前）から現世まで出現する種 

このことはまた、粘土板に観察される黒色
物質の分析からも示唆された。粘土板表面の



黒色物質はマンガン酸化細菌によってでき
た濃集したマンガンと推定される。しかしな
がら、予測されたマンガン酸化物のトドロカ
イトではなく、海底で成長するマンガン・ノ
ジュールの構成物質であるブゼライトであ
ることが明らかになった。 
古代の文献には、定礎用の粘土像を作る際

に粘土を採取する「クレイ・ピット」で、あ
らかじめ儀式を行なったことが記録されて
いる。粘土板胎土についても、必ずしも河川
堆積物のみを使っていたのではなく、海成粘
土を含むクレイ・ピットから採掘された粘土
も使われていた可能性が明らかになった。 
（３）地質学調査 ティグリス河系とユーフ
ラテス河系の堆積物について、Fe-Ti 比によっ
て分類できそうであることがわかった。また
オーガーによる古河川の堆積土試料では、ラ
ルサ近郊の地表面から 14 メートルの深さで
採取された M38 コア・サンプルについて分析
した。その結果、淡水に棲息する珪藻の仲間
Epithemia や固着性珪藻の Cymbella が地表面
から 8 m から 11.5 m の深さで観察された。こ
れらは保存も良く、河川や湖など、塩分濃度
が低く栄養塩も少ない淡水環境を示してい
る。深さ 13m の地点では、汽水から海水に棲
息する Campylodiscus sp.の破片が見いだされ
た。この深度では様々な種の淡水性の珪藻も
観察されており、海棲珪藻は二次的なもので
ある可能性が高い。12.5ｍの深さで得られた
14C の年代は 9,700BP だった。 
 このほか粘土板の Sr 同位体比は、トルコや
イランの降水の同位体組成にほぼ一致し、降
水の pH はアルカリに振れ、Ca と重炭酸塩濃
度が高い。それらから地表と大気（降水）間
の CaCO3（炭酸塩）を介した元素移動が、地
表の環境に大きな影響を及ぼした可能性の
あることが明らかになった。 
（４）現生珪藻 粘土板上もしくは遺跡近く
のコア試料から観察された珪藻の古環境の
推定のため、現生の陸水域における珪藻調査
を行った。珪藻は上流貧栄養域の小ザブ河か
ら汚濁が進んだ下流（タンジェロ河）まで、
幅広く行った。本調査によって、1）プラン
クトンとして Cyclotella ocellata が特徴的に
出現すること、2）特徴的な新分類群と考え
られる Gomphonema olivaceum 種群の一分類
群が混在すること、3）日本で開発されてき
た汚濁指標（DAIpo）がほぼ適用可能なこと
がわかった。これらの現生珪藻植生の知見は、
この地域の古環境の類推にあたって、重要な
基礎データを形成することが期待される。 
（５）成果公表：国際シンポジウムの開催 
スレイマニヤ博物館と行なった共同研究

の成果公表、ならびに欧米の調査隊によって
近年の盛んに行なわれているイラク・クルド
自治区の考古調査について紹介するため、筑
波大学西アジア文明センターと共催で研究
会を開催した（2013 年 10 月 22～28 日）。ス
レイマニヤ考古総局長カマル・ラシード、ス
レイマニヤ博物館長ハシム・アブドゥラ、同

館学芸員ハイマン・ヌーリ、ロンドン大学 UCL
講師マーク・アルタウィールの各氏を招聘し、
「クルド自治区（イラク共和国）における近
年の考古学的調査」と題した公開シンポジウ
ムを、10 月 24 日（筑波大学東京キャンパス）
と同 26 日（京都ガーデンパレスホテル）に
おいて開催した。この会議を通じて、日本の
研究者がクルド自治区における最新の考古
調査について情報共有できたことは意義深
い。また 2015 年度には、本研究の成果を、
国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「 Advances in 
Geoarchaeological Approaches to Ancient 
Mesopotamia: Tablets, Paleogeography and 
Microfossils」の開催を通して公表した（2015
年 11 月 14 日 埼玉大学東京ステーションカ
レッジ）。シンポジウムには、英国とオース
トリアから 6 名の共同研究者を招聘し、埼玉
大学・筑波大学と共催、日本西アジア考古学
会の後援により、粘土板・微化石・塩害・古
地理の各セッションで合計 12 の発表と討論
が行われた。 
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